
公開シンポジウム
乳幼児の発達障害への気づきと支援－乳幼児健診を中心に－
主催 日本臨床発達心理士会 千葉支部
昨年度より学校教育に特別支援教育が導入され、教育の現場では発達障害への気づきと支援の重要性が叫ばれています。しかし、発達障害の症状はすでに乳幼児期からあらわれており、障害への対応は早いほど望ましく、手厚い療育的かかわりをうけることで、障害から個性へと成長していく可能性も高いといえます。
高い受診率を誇る日本の乳幼児健診のシステムについて、関係者からお話頂き、発達障害の早期発見・早期療育に繋がる支援体制を参加者の皆様とともに考えていきたいと思います。　
会員、非会員、地域にかかわらずどなたでも参加可能です。
１０月２６日(日) １４時～１７時  受付開始 １３時３０分
千葉大学 西千葉キャンパス
ＪＲ西千葉駅より徒歩８分、京成みどり台駅より徒歩７分。

正門よりお入りください。学内への車の乗り入れはできませんので、ご注意ください。
人文科学研究科・マルチメディア会議室
資料代　1000円　当日会場でお願いします
	　シンポジスト: 乳幼児期の発達障害への支援の重要性について　

黒澤礼子（江戸川区子ども家庭支援センター・法政大学講師）

　　　　　　 　　　千葉市の乳幼児健診とその後の支援体制について　　

岡田明子（千葉市保健所保健指導課母子保健係係長）
        　    横浜市の乳幼児健診とその後の支援体制について　

秦野悦子（白百合女子大学　教授）
 　　討議　　～これからの乳幼児健診と支援体制のあり方について
司会・指定討論者： 　中澤　　潤　(　千葉大学　教授　　)



「臨床発達心理士」は、日本発達心理学会など４つの学会の連合の資格として２００２年に発足しました。発達心理学をベースに“発達的観点”を持つことを特徴とし、人の健やかな育ちを支援する専門家として保育、教育、福祉、研究などの場で活動しています。

